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はしがき

本報告書は， 一酸化炭素を還元剤として酸素存在下NOxを還元する銅触

媒を開発し、その還元の機構ならびに、金属酸化物表面上での銅の挙動に

ついて研究を行ったものをまとめたものである。結果として，アルミナに

高分散担持された原子状の銅種が銅反応に有効であることが見いだされた。

この錦種は、一酸化炭素、水素などにより金属状態にまで還元されること

がなく、さらに、高温排気のみで二価から一価に還元される、いわゆる、

自動還元が起こることが見いだされた。一価から二価の価数変化により，

酸化窒素を還元し、二価から一価への価数変化に伴い一酸化炭素を酸化す

ることがわかった。本研究に対し，平成 13年度と平成 14年度に科学研

究費補助金が交付された。
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